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１月１１日（水）から３学期がスタートしました。3 学期は 51 日間（6 年生 47 日間）と一番短い学期ですが、
進級・進学に向けて準備をする、1 年間のゴールを迎える学期です。上小の子どもたち一人一人が、今年の
干支の兎のように、大きく飛躍する、大きく成長する 3学期にしたいと思います。
その思いを込めて、３学期、最初の始業式では、校長から３学期の大きなゴールに向けて取り組んでいくた

めに大切なことを、上小の学校教育目標の『元気 やる気 勇気』に基づいて働きかけました。
①『元気』が一番です。元気があれば何でもできる。上小コロナに負けないゴールデン４（マスク着用、手洗
い・手指消毒、健康管理、3 つの密を避けよう）を心がけよう。

②『やる気』をもって今できることに一生懸命に取り組もう。大きな目標を達成するためには、今日できること、今
できることがあります。全力でする姿は美しいです。今、できることに全力で取り組もう。

③『勇気』をもって自分から行動しよう。『上小マナー４（あいさつ、ろうか歩行、さしすせそうじ、耳集中）』をあたり
まえに自分からする姿は、美しいし、かっこいいです。あたりまえのことも自分から進んでやってみよう。
さらに始業式では、児童会代表の子どもたちが「児童会活動の『ハッピー（あいさつ）・ラッキー（そうじ）・スマ

イル（読書）』を心がけよう。」と呼びかけました。また、生徒指導の先生からは、三学期の生活を元気に、なか
よく、楽しくすごすために気をつけてほしいことが話されました。最後に、3名の代表児童が「冬休みの思い出と３
学期にがんばりたいこと」の発表を行いました。3 名の児童は堂々と立派に発表することができました。各学級
で落ち着いて話を聴く態度が見られ、よいスタートの日となりました。上小の子どもたち一人一人が、大きく飛躍
する、大きく成長する３学期にしていけるように、全職員で協力して子どもたちを指導していきたいと思います。

冬季休業明けの登校時には、子どもたちの安全な登下校のために、多くの
方々に見守って頂きました。
上野原小ＰＴＡの校外補導部は、学期はじめの３日間、各地区ごとに登校時

の交通安全指導を行っています。休業明けに子どもたちが安心して登校するこ
とに繋がっています。また、交通指導員の山口さん・幡野さんは毎日の登下校
の安全指導を、スクールガードリーダーの木口さん、見守り隊の方々は定期的
に見守り活動を行って頂いています。さらに、各地域で自主的に子どもたちの
登下校を見守ったり、安全指導をしてくださったりする方々がおります。子どもたち
の安全・安心のために、本当に心強いです。
保護者及び地域の皆様に、改めて感謝申し上げたいと思います。

１月１２日（木）に「校内書き初め大会」を実施しました。今年度の課題は、1
年生「ほし」、２年生「きぼう」、3 年生「つき」、4 年生「天空」、5 年生「花さく
町」、6 年生「平和な国」です。
各教室の落ち着いた雰囲気の中で、冬休みに練習した成果を生かし、自

分のベストを目指して、一生懸命に取り組む子どもたちの様子が見られました。
子どもたちの一生懸命に取り組む姿は、美しいです。全校で『やる気』をもって
一生懸命に取り組む時間となりました。


